
            

                                                                                                                                      

                                                           

              

 
 
 
         
 

 

 

 

○キャッシュカード受け取り型が急増：デパート店員役と警察官役が組んだり、銀行協会を名

乗ったりして自宅までカードを受取りに訪問するなどの手口です。 

○自転車盗が多発しています：施錠しない盗難が約半分を占めています。 

○志津地区で多発している侵入盗の手口：夜家人が眠っているとき窓ガラスの鍵付近を割って

入る忍び込みです。シャッター（雨戸）を確実に閉めてください。 

○「電話 de 詐欺」対策を：佐倉では今夏だけで１７００万円もの被害が出ています。ご家庭

の電話機に（留守電、ナンバーディスプレイなど）一工夫で詐欺対策は始められます。 

○「総合消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」と題された葉書が「法務省管轄支局」名

で郵送されていますが、架空請求の葉書です。絶対に連絡（電話）しないでください！ 

 

会員投寄稿 －４３－  大チョンボのち「高尾山登山」    小林 弘司 

１１月７日、ある団体が主催するハイキングに参加するため早朝に家を出て、

京王線「高尾山口」に到着。改札口出た付近にあるはずの出迎えの旗が、な

い。担当者の携帯に電話したら「開催は（１１月）１７日です」という。戻るわけに

も行かず、連れ合いと登山を決行。これまでの印象ではチョロイ山だと思っ

ていたのに始めから結構な坂道が続き、呼

吸を整いながら一歩一歩進む感じで、無駄

口も出ない有様でした。 眼下にビルや家並みが見える休み所で腹ごしら

えした後はこれまで行ったことがない「薬王院」を経由して頂上へ。と言っ

てもわずか５９９ｍの高さで、富士山などとは比べるべくもない。 

下山は別ルートにしたところ、往路とちがい未舗装のコ

ースで石や露出した木の根っこが多く歩きにくいこと甚だしい。しかも人一人がやっと通

れるぐらい細く片側が谷になっている場所が数カ所あり、気が抜けない。それでも土の

感触を足裏で感じながら静寂な山道を歩くと小鳥のさえずりが聞こえ、大木からハラッ

と落ちた葉が頭と頬をかすめていく瞬間はまさに自然体験そのもので、膝の痛さも忘れ

てしまう。よく言われることだが、「どんなに小さくても山を侮ってはいけない」の戒めを

再認識しながら帰路につきました。歩数計の数字は２４０５３となっていました。 

 

＊事務局だより＊    佐倉市長より受賞：   １１月３日「佐倉市政の発展に寄与された」として

蕨市長より表彰状と副賞のハンドマイクが会長と防犯部長に授与されました。「地区情報交換会」  

「合同パトロール」など地域活動の主導が評価されたようです。 

 

鍋蓋を 構えて妻の 太刀防ぐ   (11/4放送 NHK ラジオ「ぼやき川柳」より) 
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このニュースレターはメールを登録している

正会員および賛助会員ほか当団体が了承

した希望者に、随時配信しております。 

配信中止を希望のかたは右記までご連絡く

ださい。   
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